
○守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進に向けた取組について

守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略

における位置づけ
各委員からのご意見・ご提案 想定される取組

基本目標 取組の基本的方向

若い世代の結婚・妊娠・

出産・子育ての希望をか

なえる

結婚したいと思う若い世

代の活動を支援する

・まずは若い人同士が出会わないといけない。

・職場環境などによる出会うチャンスが少ない方への有効

な支援方法を検討してはどうか。

・婚活支援の取組をしっかりベンチマークして、本当に喜

ばれている、活用されてるような施策を守口市にあった

形でやるということは、非常に有効ではないか。

（その他のご意見・ご提案）

・若い世代が出会う機会創出の支援について行政が積極的

に関わる必要はないのではないか。

・一番結婚に踏みきれないというのは、収入、職の問題で

あるのではないか。

婚活イベントの実施
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若い世代の妊娠・出産を

支援する

・精神的なストレスの軽減のために不妊治療をされている

方同士で会えるような場を設ける。

・不妊に関するセミナーを実施してはどうか。

・早くから高齢出産のリスクなどを学校等で、性教育に盛

り込んではどうか。

・精神的な問題については、市役所での相談を充実させる

のではなく、市内のクリニックでの相談について、相談

員の人件費を補填するなどのサポートをするべき。

（その他のご意見・ご提案）

・不妊治療で出生率が上がったとしても、子育てしにくい

環境であったら、問題はなくならないのではないか。

・不妊検査・治療費助成事業については、今年度から実施

とのことなので、広報をしっかり行うべきである。

小学校・中学校での高齢出産のリ

スクを学ぶ授業

市内医療機関の相談員の増員へ

の支援

不妊検査・治療を行っている市民

を対象にした講座等の開催
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若い世代の子育てを支援

する

・子育て相談の窓口が多すぎると、市民が相談に行きにく

いため、フィンランドのなど北欧の妊娠から出産まで包

括的に支援する手法も検討してはどうか。

（その他のご意見・ご提案）

・単に子育て支援施策の予算金額を増額するのではなく、

他市とは違う独自の目線を持って施策を打ち出してい

けば、若い世代の流出を防げるのではないか。

・社会全体が子育てしやすい環境となるよう、子育てに男

性が積極的に協力したり、育児休暇がとりやすいような

環境になっていかなければならない。

安心・快適・便利に暮ら

せる大都市に隣接した居

住地にする

若い世代が魅力に感じる

住宅の供給促進と市内で

の住み替えを促進する

・ターゲットを絞ったうえで、目的をはっきりとした助成

制度は定住意識の向上につながるのではないか。

・新婚世帯への住宅取得助成があればよいと思う。

・子育て世帯が住宅を購入する際、両親の居住地を選ぶ傾

向があるため、3世代での移住を含めた他市の事例を参

考とした取組みは守口市でも有効ではないか。

・単身赴任者、ファミリー層といったターゲットのニーズ

に合った施策というものを検討してはどうか。

子育ての相談窓口の一元化

若い世代・３世代同居世帯等をタ

ーゲットにした住宅取得助成
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・不動産のネットなどの媒体を使ってアピールしていくの

が有効である。

（その他のご意見・ご提案）

・魅力的なまちをつくるには、「住工混在」の問題も考慮

する必要があるのではないか。

・単身赴任者のように職場からの距離で居住選択を行う傾

向のありそうな方の定住は難しい。

・住宅取得への助成より、住宅環境や価格面、都市そのも

のの魅力などが重要であり、助成金があることにより、

住宅購入に繋がるかは疑問を感じている。

守口市の魅力を高め・発

信し、守口市を誇りに思

う市民を増やす

守口市の魅力を発信する ・注目をあびるような施策とともに、それをＦＭキー局な

どの活用により外に向かって発信していく必要がある

のではないか。

（その他のご意見・ご提案）

・インパクトのある施策の積極的な打ち出しが必要であ

る。

・市内の方への情報発信に加えて、市外への情報発信によ

る移住の促進も重要である。

FMキー局等を活用した情報発信

不動産業者が作成した広告媒体

を活用したPR
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